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ごあいさつ
　平素より格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げ
ます。
　この度、新型コロナウイルス感染症により、
お亡くなりになられた方々のご冥福と、罹患
されている方々の一刻も早い回復をお祈り申し
上げます。また、医療従事者はもちろんのこと、
地域のライフラインとしての責任を使命感を
もって果たされているスーパーマーケットなどの
食品小売業の皆様方をはじめ、感染症対応の
最前線でご活躍頂いているすべての方々に、深く
感謝申し上げます。
　食品トレー容器は、食品の品質保持や安全性、
廃棄ロスの低減に貢献し、食品の流通過程に
おいて不可欠な製品です。エフピコグループは、
消費者やユーザー様に安心してお使いいただける
よう総力をあげて製品の安定供給に努めるととも
に、紙やバイオマスなどの素材の研究・製品化も
進めております。
　さらに、30年にわたって皆さまとともに取り組ん
できた「エフピコ方式のリサイクル」を実行
する中で新技術の調査研究も進めつつ環境負荷の
低い容器の製造を通して、循環型社会の実現と
持続可能な社会の構築を目指してまいります。
　引き続き、株主の皆さまの一層のご支援を賜りま
すようお願い申し上げます。

2020年６月

代表取締役社長　

ごあいさつ
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事 業 報 告

( 2019年 4 月 1 日から
2020年 3 月31日まで )

Ⅰ　企業集団の現況
１．当連結会計年度の事業の状況

⑴　事業の経過及び成果
　当社グループは、創業以来の原点である「現場主義」「顧客第一主義」を徹底し、製造業とし
ての基本３本柱である「もっとも高品質で環境に配慮した製品を、どこよりも競争力のある価格
で、必要なときに確実にお届けする」を実践しております。また、当社グループは、2020年の
テーマを「両立」といたしました。お客様のニーズに合った製品の開発や、課題解決につながる
提案を行うことにより「お客様の繁栄」と「当社の成長」の両立を目指すとともに、「売上」と
「利益」、「品質」と「生産性」など、各部門において価値を両立するための取り組みを進めて
おります。

（新型コロナウイルスの影響について）
　新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、2020年２月以降、外出を控える「巣ごもり消費」が
広がる中、食生活においても内食・中食へ移行する動きが見られ、飲食店のテイクアウト及び
デリバリーの需要も増加しております。一部のスーパーマーケットの惣菜売り場では、感染拡大
防止のためビュッフェ形式から容器を使用した売り場へ移行し、かん合折り蓋式容器などの需要
が増加する一方、相次ぐイベントの自粛などによりイベント用容器や駅弁容器の需要が減少する
動きが見られました。
　当社グループは、安全安心な食生活を支える企業グループとして、その社会的責任を重く受け
とめております。こうした状況の中、代表取締役社長を本部長とする新型コロナウイルス対策本部
を設置し、重大な意思決定が速やかにできる体制を整えるとともに、従業員とその家族の安全を
第一に考えたうえで、感染防止に向けた対応を行っております。具体的には、出勤前の検温を
義務付け、手洗い、うがいや消毒などの必要な感染予防対策を従業員に徹底したうえで、製商品
の安定供給を継続するため、生産・物流部門は、通常の製造・配送体制を維持し、営業・管理部門
は緊急を要する場合以外の出社を控え在宅勤務を実施しております。

（売上高の状況）
　当連結会計年度（2019年４月１日から2020年３月31日まで）の売上高は、前期に比べ
51億78百万円の増収（前期比102.9％）となる過去最高の1,863億49百万円となりました。当社
グループにおいて生産する製品の当連結会計年度の売上高は1,428億31百万円（前期比
103.8％）、売上数量は前期比103.6％となり、当社グループ外より仕入販売する商品の
当連結会計年度の売上高は435億18百万円（前期比99.8％）となります。電子レンジ対応やＣО２
削減など、機能を備えた当社オリジナル製品の売上が堅調に推移し、特に消費者の環境意識の
高まりから、当社のエコトレーを積極的に採用いただくなど、環境配慮製品の需要が拡大して
おります。

－ 1 －

当連結会計年度の事業の状況
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　当社グループの販売品目別の売上高概況は次のとおりであります。

分 類 主 要 品 目 売 上 高 構 成 比 前 期 比

製 品

ト レ ー 容 器 36,263百万円 19.5% 109.5%
弁当・惣菜容器 103,541 55.6 102.4
そ の 他 製 品 3,027 1.6 90.4
小 計 142,831 76.6 103.8

商 品
包 装 資 材 37,892 20.3 102.9
そ の 他 商 品 5,626 3.0 83.1
小 計 43,518 23.4 99.8

合 計 186,349 100.0 102.9

（利益の状況）
　当連結会計年度の営業利益は、前期に比べ15億57百万円の増益となる過去最高の
155億７百万円（前期比111 .2％）、経常利益は前期に比べ14億12百万円の増益
となる過去最高の162億74百万円（前期比109.5％）、償却前経常利益は過去最高の
298億７百万円（前期比106.3％）、親会社株主に帰属する当期純利益は、107億77百万円
（前期比108.9％）となりました。利益増減要因として、前期における原材料価格の値上がりに
伴い実施した価格改定の影響、当社オリジナル製品や新製品の販売が好調に推移したことなどに
よる利益改善の一方、人件費、減価償却費及び物流費などの増加によるコストの増加がありまし
た。
　なお、2019年５月８日の「2019年３月期 決算短信」で公表いたしました連結業績予想に対し、
営業利益は７百万円（期初計画比100.0％）の超過、経常利益は２億74百万円（期初計画比
101.7％）の超過、親会社株主に帰属する当期純利益は１億77百万円（期初計画比101.7％）の
超過となりました。

－ 2 －
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（営業活動の状況）
　当社グループは、消費者のライフスタイルに合わせた付加価値の高い新製品の開発と
品揃えのスピードを加速させ、売上高の増加と利益率の向上を図っております。食品小売
各社の人手不足が慢性化する中、「手間と効率の両立」に貢献する容器の提案に注力しており、
品出しを行うパイレッシュトレーやコンテナのサイズに合わせた容器や安心かん合のテープレス
容器、内装を用いたセットメニュー容器などの採用が広がっております。電子レンジ加熱対応の
マルチＦＰ容器を使用した「生から惣菜」は、生の食材の美味しさを伝える新たな売り方として
評価をいただき、小売店や食品メーカーで季節に応じたメニュー開発が進んでおります。2019年
３月以降、全国のテレビ番組で取り上げられるなど注目を集め、売り場での定番商品となりまし
た。
　エフピコフェア2020は新型コロナウイルスの影響により中止といたしましたが、ご提案内容の
画像・映像を当社ホームページへ掲載しております。

－ 3 －
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（生産部門の状況）
　当社グループの生産部門においては、オペレーターの技術向上、段取り時間の短縮、
生産設備の性能アップ、金型抜型の改善などを行った結果、時間当たりショット数の
推移が2008年３月期と比較して15％改善しております。全国の成形工場においては、
生産工程42ラインで自動化設備73台が稼働し、自動化・省人化を図っております。
　また、生産工場では、食品安全管理の認証であるＦＳＳＣ22000認証を、2020年３月末
時点で16工場において取得しており、今後主要21工場まで拡大いたします。さらに、
サプライチェーンマネジメントシステムにおいて、2019年10月より、約10,000品目の
製 品 の う ち 約 3 , 5 0 0 品 目 を 対 象 と し 、 Ａ Ｉ を 活 用 し た 販 売 予 測 を 開 始 い た し ま し た。
2020年３月末時点で約5,100品目まで対象を拡大し、精度向上と効率化を図ってまいり
ます。

（物流部門の状況）
　運送業界の人手不足の影響により全国的に輸送単価の高騰が続く中、当社グループは自社便比率
を高め、かつトラック１台あたりの積載効率を上げることで、物流コストの抑制に努めておりま
す。
　また、物流倉庫内作業の効率化及び省人・省力化を目的に、2017年８月より無人搬送車
（Ａ ｕ ｔ ｏ ｍ ａ ｔ ｅ ｄ Ｇ ｕ ｉ ｄ ｅ ｄ Ｖ ｅ ｈ ｉ ｃ ｌ ｅ）の導入を開始し、2020年３月末時点で
全国７拠点・29台まで拡大いたしました。
　当社拠点間の横持ち輸送においては、従来、トラックへの製品の積込みや荷下ろしなどの
荷役作業をすべて手作業で行っておりましたが、製品をパレットに載せたままトラックへ積込む
「パレット輸送」を組み込むことで、荷役時間の大幅な短縮が可能になりました。2020年３月末
時点で５路線において実施しており、今後、実施路線の拡大を図ってまいります。
　当連結会計年度のゴールデンウィーク、お盆期間及び年末の配送については、路線便業者が
期間中の運休や集荷制限を行う中、当社の自社便は連休期間中の配送体制を整え、大きな混乱なく
お客様へ製品及び商品をお届けすることができました。
　なお、今後の需要増加への対応及び製品の安定供給を目的として、九州配送センター（2020年
９月完成予定、延床面積3,554㎡）、福山配送センター（2020年11月完成予定、延床面積23,722㎡）、
中部配送センター（2021年７月完成予定、延床面積27,551㎡）をそれぞれ既存の物流施設に
隣接する形で増築いたします。加えて、中部配送センターには製品の納品エリアに応じて自動仕分
を行うソーターシステムを導入予定であり、物流ネットワークのさらなる増強を図ってまいりま
す。

－ 4 －
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（循環型社会実現に向けた取り組み）
　当社グループは、海洋プラスチックごみ問題及び気候変動問題を対処すべき重要な課題と考えて
おり、全社一丸となって、リサイクルに本気で取り組んでおります。1990年に６ヶ所のスーパー
マーケットの使用済み容器回収ボックスからスタートしたエフピコ方式のリサイクルは、消費者の
皆様にご理解・ご協力をいただき、2020年３月末時点で回収拠点が9,300ヶ所を超えました。こ
の取り組みは、1997年に施行された容器包装リサイクル法に基づく分別排出・分別収集・再商品化
の仕組みと合わせて、使用済み容器を資源として有効利用する社会インフラとして定着しておりま
す。再生原料を使用して製造した製品「エコトレー」、「エコＡＰＥＴ」は、再生原料未使用の製品
と比較して、ＣＯ２排出量約30％の削減を実現しております。

　当社グループは、使用済み容器の回収量の増加を図るため、
タレントのＬｉＬｉＣｏさんを起用した「使い捨て、なんてもう
言わないわ!!」「使ったらリサイクル。トレーはトレーにできるの
よ！」というメッセージを記載したリサイクル推進ポスターを
作成し、2020年３月末時点でスーパーマーケット205企業7,272店舗
にて掲示いただいております。今後も、食品容器は使い捨てでは
なく貴重な資源として再生利用できることをより多くの消費者の
皆様にお伝えしてまいります。
　当連結会計年度における当社グループの製品売上に占める
エコ製品（エコトレー、エコＡＰＥＴ容器、エコＯＰＥＴ容器）
の割合は42％となり、前期と比べ４％向上いたしました。なお、
Ｐ Ｅ Ｔ 透 明 容 器 の 売 上 に 占 め る 、 再 生 Ｐ Ｅ Ｔ 原 料 を 使 用
したエコ製品（エコＡＰＥＴ容器、エコＯＰＥＴ容器）の割合は
99％となりました。

リサイクル推進ポスター

－ 5 －
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　エコＡＰＥＴ容器及びエコＯＰＥＴ容器の販売拡大に対応するため、2019年５月には関東
エコペット工場において再生ＰＥＴ原料生産能力を年間約２千トン増強するための設備投資を
行い、2019年６月には連結子会社である西日本ペットボトルリサイクル株式会社において再生
ＰＥＴ原料生産能力を年間約５千トン増強するための設備投資を行いました。
　近年の海洋プラスチックごみ問題への関心の高まりを受け、2019年６月15日～16日、長野県
軽井沢町において開催された「Ｇ20 持続可能な成長のためのエネルギー転換と地球環境に関する
関係閣僚会合」の併設イベントである、政府主催の屋外展示「Ｇ20 イノベーション展」への出展企業
に当社が選定され、「トレーｔｏトレー」リサイクルに関する展示をいたしました。

　　 　　　　
「Ｇ20 イノベーション展」出展企業に選定され、リサイクルの取り組みを発信

　また、海洋プラスチックごみ問題などの環境問題解決は、各企業・団
体が一丸となって対処すべき課題であるとの考えから、2020年４月に
エフピコ環境基金を創設し、環境保全をテーマに活動するＮＰＯ
団体などへ助成することといたしました。
　これらの当社グループにおける環境問題への取り組みを、スーパー
マーケットなどのユーザーや包装資材ディーラーに高くご評価いただ
いており、当社のエコトレーを積極的に採用いただくなど、環境配慮を
意識した包装資材を選定される動きが加速しております。
　一方、技術は進歩するという前提のもと、石油由来のプラスチックに
代わる選択肢として、紙やバイオマスなどの素材の情報収集や各種
リサイクル手法の調査研究を進めるとともに、環境配慮設計による
業界トップクラスの環境負荷の低い容器の開発を通して、循環型社会
の実現と持続可能な社会の構築を目指してまいります。

エフピコ環境基金
ロゴマーク

－ 6 －

当連結会計年度の事業の状況



2020/05/28 19:50:15 / 19598415_株式会社エフピコ_招集通知（Ｃ）

（ＥＳＧ・ＳＤＧｓの実現に向けた取り組み）
　当社グループは、エフピコ方式のリサイクル、障がい者雇用に加え、サプライチェーンマネジメント
や人権に関する取り組みの強化並びに情報開示の充実化などを図っております。
　これらの取り組みの結果、当社は2019年６月、ＦＴＳＥ Ｒｕｓｓｅｌｌ社が開発した「ＦＴＳＥ
４Ｇｏｏｄ Ｉｎｄｅｘ Ｓｅｒｉｅｓ」及び「ＦＴＳＥ Ｂｌｏｓｓｏｍ Ｊａｐａｎ Ｉｎｄｅｘ」の構成銘柄に初めて
選定されました。なお、当社は、ＭＳＣＩ社が開発した「ＭＳＣＩ日本株女性活躍指数（ＷＩＮ）」
についても、2019年６月時点の構成銘柄に継続選定されております。
　さらに、株式会社ジャパンタイムズが2019年度より新設した、地方における里山里海の利活用
や、ＥＳＧ投資の普及促進に顕著な功績のあった企業・団体を表彰する「ＴｈｅＪａｐａｎ Ｔｉｍｅｓ
Ｓａｔｏｙａｍａ＆ＥＳＧアワード2019」の第１回ＥＳＧ部門「優秀賞」に選出されました。

ロンドン証券取引所グループの
「FTSE Russell」が開発した、
環境・社会・企業統治（ESG）に
対して優れた対応を行っている
企業のパフォーマンスを反映する
インデックス

ESG投資指標「FTSE4Good Index Series」及び「FTSE Blossom Japan Index」

性別多様性に優れた企業を対象に構築される
「MSCI 日本株女性 活躍指数（ WIN ）」

第１回「The Japan Times Satoyama
& ESG アワード2019」
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　また、ダイバーシティ（多様性）の推進に向け、障がいのある従業員が活躍できる仕事内容を考え、
働きやすい職場環境を創出して障がいのある従業員の雇用を促進しております。2020年３月時点
で、エフピコグループの障がい者雇用率は13.3％となりました。さらに、女性の職域拡大、
継続就業支援、管理職の増加を目指す取り組みに関して「女性の活躍推進宣言」を厚生労働省の
ポジティブアクション情報ポータルサイトに掲載し、2019年以降の女性総合職の採用比率を30％
以上、2022年までに女性管理職50名の登用を目標として定め、様々な取り組みを推進しておりま
す。

－ 8 －
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(用語説明)
マルチＦＰ容器 ：－40℃～＋110℃の耐寒・耐熱性、耐油性及び断熱性に優れた発泡ＰＳ（ポリスチレン）容器

（2010年販売開始）
エコトレー ：スーパーマーケットの店頭などから回収されたＰＳ容器と工場内端材を原料とする

リサイクル発泡ＰＳ容器
（1992年販売開始）

エコＡＰＥＴ容器 ：スーパーマーケットの店頭などから回収されたＰＥＴ透明容器、ＰＥＴボトル及び
工場内端材を原料とするリサイクルＰＥＴ透明容器
耐熱温度＋60℃（2012年販売開始）

エコＯＰＥＴ容器 ：エコＡＰＥＴ容器と同じ原料を使用する二軸延伸ＰＥＴシートから成形した、ＯＰＥＴ
透明容器
耐油性に優れ、透明度も高くＯＰＳ容器（従来からの二軸延伸ＰＳシートから成形した
透明容器）と同等の耐熱性を実現。耐熱温度＋80℃（2016年販売開始）

－ 9 －

当連結会計年度の事業の状況



事
業
報
告

連
結
計
算
書
類

計
算
書
類

監
査
報
告

2020/05/28 19:50:15 / 19598415_株式会社エフピコ_招集通知（Ｃ）

⑵　設備投資の状況
　当連結会計年度中において実施いたしました当社グループの設備投資の総額は122億14百万円
で、その主なものは次のとおりであります。

①　当連結会計年度中に取得した主要設備
・当社中部エコペット工場ＡＰＥＴ押出機増設 9億34百万円

②　当連結会計年度中において継続中の主要設備の新設、拡充
・当社福山配送センターの増築 5億円
・当社中部配送センターの増築 1億 4百万円

③　当連結会計年度中に実施した重要な固定資産の売却、撤去、滅失
　該当事項はありません。

⑶　資金調達の状況
　当連結会計年度における設備及び運転資金につきましては、自己資金、金融機関からの借入金
及びコマーシャル・ペーパーの発行などにより賄いました。なお、金融機関からの借入金には、
株式会社日本政策投資銀行によるＢＣＭ格付取得に基づく融資が含まれております。

⑷　事業の譲渡、吸収分割または新設分割の状況
　該当事項はありません。

⑸　他の会社の事業の譲受けの状況
　該当事項はありません。

⑹　吸収合併または吸収分割による他の法人等の事業に関する権利義務の承継の状況
　該当事項はありません。

⑺　他の会社の株式その他の持分または新株予約権等の取得または処分の状況
　該当事項はありません。

－ 10 －
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２．企業集団の財産及び損益の状況の推移

区 分 第 55 期
(2017年３月期)

第 56 期
(2018年３月期)

第 57 期
(2019年３月期)

第 58 期
(当連結会計年度)
(2020年３月期)

売  上  高 (百 万 円 ) 172,858 173,580 181,171 186,349
親会社株主に帰属する
当期純利益(百万円) 10,953 9,178 9,901 10,777

１株当たり当期純利益(円) 264.86 222.01 239.51 260.71

総  資  産 (百 万 円 ) 219,481 244,147 249,332 242,497

純  資  産 (百 万 円 ) 99,721 106,219 112,198 119,301

１ 株 当 た り 純 資 産 額(円) 2,403.52 2,560.18 2,703.33 2,872.14
（注）１株当たり当期純利益は、期中平均発行済株式総数により、１株当たり純資産額は期末発行済株式総数により

算出しております。なお、期中平均発行済株式総数及び期末発行済株式総数は、それぞれ自己株式の数を控除
して計算しております。

３．重要な子会社の状況
会 社 名 資 本 金 当社の議決権比率 主 要 な 事 業 内 容

エ フ ピ コ 商 事 株 式 会 社 400百万円 100.0％ 簡易食品容器の原材料及び製商品の販売
エ フ ピ コ チ ュ ー パ 株 式 会 社 100 100.0 簡易食品容器の製造販売
エ フ ピ コ 物 流 株 式 会 社 480 100.0 倉庫業及び貨物運送事業
株 式 会 社 ア イ ・ ロ ジ ッ ク 80 100.0 運送・倉庫管理運営事業
エフピコアルライト株式会社 10 100.0 段ボール・プラスチックフィルムの製造販売
エフピコインターパック株式会社 400 100.0 食品関連包装資材の販売
エフピコダイヤフーズ株式会社 86 100.0 簡易食品容器の販売
エ フ ピ コ イ シ ダ 株 式 会 社 176 100.0 食品関連包装資材の販売

西日本ペットボトルリサイクル株式会社 100 62.4 回収ペットボトルから再生処理製品
及び原材料へのリサイクル事業

エフピコみやこひも株式会社 90 100.0 食品関連包装資材の販売
エ フ ピ コ 上 田 株 式 会 社 10 100.0 食品関連包装資材の販売

エ フ ピ コ グ ラ ビ ア 株 式 会 社 48 100.0 印刷及び印刷に関連する各種加工並
びにその製品の販売

－ 11 －
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４．対処すべき課題
⑴　技術革新と製品開発

　最新鋭の生産設備の導入と更新を行うとともに、製品の軽量化、新機能開発、新素材開発など、
総合的な技術革新を推し進め、高品質で高付加価値な製品、機能性を高めた製品など、お客様の
ニーズに対応した製品開発のスピードを早めてまいります。

⑵　提案型企業（問題解決型企業）の実現
　食環境は消費者のライフスタイルに合わせて、常に変化しております。現在は、高齢者や
働く女性が増加する時代背景もあり、食品小売店では、惣菜を中心とした「中食」の販売が
伸びております。
　これら食環境の変化を先取りし、電子レンジ対応容器などお客様のニーズに即した製品を提供
し、容器を通じて売り場の差別化を図ってまいります。
　また、ＣО２削減などの環境への取り組み、人手不足に対応した作業生産性向上のための
改善提案や流通コスト削減に向けた当社の物流ネットワーク提供など、小売業界が抱える問題解決
に対しトータルで提案してまいります。

⑶　供給体制の強化
　当社グループは、ＢＣＰ（事業継続計画）の一環として、災害などにより停電が発生した際に
も入出荷業務を継続するため、全国の物流拠点21ヶ所に非常用自家発電設備の設置と、72時間
（３日間）の電力を確保するための燃料の備蓄をしております。2019年12月には、日本政策投資銀行
よ り 、 防 災 及 び 事 業 継 続 に 向 け た 取 り 組 み が 優 れ た 企 業 と し て 評 価 い た だ き、
「ＤＢＪ ＢＣＭ格付」に基づく融資を受けております。
　サプライチェーンマネジメント（ＳＣＭ）のさらなる充実に努め、生産部門における産業用
ロボットの導入、物流部門における音声ピッキングシステムの導入、無人搬送車（ＡＧＶ）や
無 人 搬 送 フ ォ ー ク リ フ ト （ Ａ ｕ ｔ ｏ ｍ ａ ｔ ｅ ｄ  Ｇ ｕ ｉ ｄ ｅ ｄ  Ｆ ｏ ｒ ｋ ｌ ｉ ｆ ｔ ） の 導 入、
自動ソーターシステムの配置などにより、省人化を図るとともに、作業生産性の向上に
取り組んでまいります。
　全国を網羅する物流ネットワークを最大限に活用し、安定供給を図るべく鋭意努力してまいり
ます。

⑷　環境経営の推進
　「環境経営５ヶ年計画」を発展させた環境経営の中期計画「エフピコ・エコアクション50」を
実行してまいります。「エフピコ・エコアクション50」においては、製品・生産・物流・販売・
オフィスの各部門にワーキンググループを設置し、主体的に様々な目標を立て活動を実施し、
エフピコグループトータルでのＣＯ２削減に向けた取り組みを実施しております。
　また、業界のリーディングカンパニーとして、エフピコ方式のリサイクル「トレーｔｏトレー」
「ボトルｔｏトレー」を柱にした事業活動により、循環型社会の実現による持続可能な社会の
構築を目指し、リサイクル原料を使った製品「エコトレー」「エコＡＰＥＴ」を積極的に拡販し
てＣО２削減に貢献してまいります。なお、再生ＰＥＴ原料の生産能力については、設備投資と
生産効率の改善により、2021年３月期には約６万トンに拡大し、新工場の建設により約８万トン

－ 12 －
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まで拡大する見込みです。
　さらに、事業活動に伴う廃棄物の発生抑制及び再資源化の取り組みなど、各種施策を実施して
まいります。2020年度からは、エフピコ環境基金を設立し、環境保全をテーマに活動するＮＰＯ
団体などへの助成を行ってまいります。

⑸　社会的責任を重視した経営
　障がい者就労支援に積極的に参画し、地域社会からの信頼を得ることも企業価値の向上を目指した
経営の一つと考えております。数字では表せられない無形な価値も、社会的責任を全うするため
の価値として捉え、顧客、取引先、社会、従業員、株主など、各ステークホルダーとの適切な
協働を実践し、ダイバーシティ経営を推進してまいります。

⑹　知的財産権の強化
　当社グループの独自性・差別化を市場においてより確実なものとするため、特許や実用新案・
意匠登録などの申請を進め、知的財産権の取得により企業価値を高めてまいります。

⑺　「中食」マーケット拡大への備え
　開発力・生産力・物流力・情報力・リサイクル、物流・情報ネットワーク、これらエフピコの
培ってきたリソースとインフラを有機的に結合し、「中食」マーケットの拡大に備えてまいりま
す。
　また、今後さらなる拡大が予想される冷凍食品や小規模外食産業のテイクアウト・デリバリー
分野へ事業展開を図ってまいります。

⑻　働き方改革への取り組み
　当社グループの社員一人ひとりが個々の能力や特性を最大限に発揮してその役割を果たし、
やりがいや充実感を持ちながらいきいきと働ける環境を作ることが、企業価値の向上につながる
経営課題の一つであると考えております。このような考えの下、従業員の生活環境をサポートす
るために、家具家電付のワンルームマンションタイプ独身寮であるピコハウス３号館（茨城県
古河市の独身寮をリニューアル、63戸、2020年３月完成）が竣工し、ピコハウス４号館（広島県
福山市に新築、18戸、2020年10月完成予定）の建設を進めております。また、各部署におい
て、生産性向上を図るとともに、時差出勤制度の導入や５日間の連続有給休暇の取得も義務化す
るなど、労働時間配分を主体的に考え行動し労働時間の最適化を図る取り組みを加速してまいり
ます。

　株主の皆様には、何卒、一層のご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申しあげます。

－ 13 －
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５．主要な事業内容（2020年３月31日現在）
事 業 区 分 主 要 製 品

簡易食品容器関連事業
簡易食品容器（トレー容器・弁当容器・折箱容器・紙容器・鶏卵パック等）
包装資材（業務用ラップ・ポリ袋・レジ袋・ＦＰマット等）
合成樹脂製簡易食品容器の回収選別事業
回収容器等から再生処理原材料へのリサイクル

商 事 関 連 事 業 金型・機械販売事業（成形金型・機械等）

そ の 他 の 事 業
賃貸事業
段ボール製造事業
回収ペットボトルの再生処理製品の製造販売

－ 14 －
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６．主要な営業所及び工場（2020年３月31日現在）
名　　　　　　　　　称 所　　　　　　在　　　　　　地

当 社

福 山 本 社 広島県福山市
東 京 本 社 東京都新宿区
大 阪 支 店 大阪府大阪市
総 合 研 究 所 広島県福山市

営 業 所

札幌(北海道札幌市)
新潟(新潟県新潟市)
名古屋(愛知県名古屋市)
広島(広島県広島市)
福岡(福岡県福岡市)

仙台(宮城県仙台市)
静岡(静岡県静岡市)
北陸(石川県金沢市)
四国(香川県高松市)

工 場

北海道(北海道石狩市)
関東八千代(茨城県結城郡)
関東下館(茨城県筑西市)
富山(富山県射水市)
近畿亀岡(京都府亀岡市)
福山(広島県福山市)
四国(高知県南国市）
南郷(宮崎県日南市)

山形(山形県寒河江市)
関東(茨城県結城郡)
筑西(茨城県筑西市)
中部(岐阜県安八郡)
笠岡(岡山県笠岡市)
神辺(広島県福山市)
九州(佐賀県神埼郡)
鹿児島(鹿児島県鹿児島市)

エ コ ペ ッ ト 工 場 関東(茨城県結城郡) 中部(岐阜県安八郡)

リ サ イ ク ル 工 場 関東(茨城県結城郡)
福山(広島県福山市)

中部(岐阜県安八郡)

選別・減容センター

北海道(北海道石狩市)
関東(茨城県結城郡)
東海(静岡県駿東郡)
金沢(石川県金沢市)
福山(広島県福山市)

山形(山形県寒河江市)
松本(長野県松本市)
岐阜(岐阜県安八郡)
西宮(兵庫県西宮市)
九州(佐賀県神埼市)

配 送 セ ン タ ー

北海道(北海道石狩市)
関東(茨城県結城郡)
中部(岐阜県安八郡)
関西(兵庫県神戸市)
九州(佐賀県神埼郡)

東北(山形県寒河江市)
八王子(東京都八王子市)
東海(静岡県駿東郡)
福山(広島県福山市)

ピッキングセンター

北海道(北海道石狩市)
関東(茨城県結城郡)
八王子(東京都八王子市)
関西(兵庫県神戸市)
九州(佐賀県神埼郡)

東北(宮城県黒川郡)
茨城(茨城県結城郡)
中部(岐阜県安八郡)
福山(広島県福山市)

－ 15 －

主要な営業所及び工場
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名　　　　　　　　　称 所　　　　　　在　　　　　　地
エ フ ピ コ 商 事 株 式 会 社 本 社 広島県福山市
エフピコチューパ株式会社 本 社 東京都新宿区
エ フ ピ コ 物 流 株 式 会 社 本 社 広島県福山市
株式会社アイ・ロジック 本 社 東京都新宿区
エフピコアルライト株式会社 本 社 ・ 工 場 岡山県笠岡市
エフピコインターパック株式会社 本 社 千葉県千葉市
エフピコダイヤフーズ株式会社 本 社 大阪府池田市
エ フ ピ コ イ シ ダ 株 式 会 社 本 社 広島県広島市
西日本ペットボトルリサイクル株式会社 本 社 ・ 工 場 福岡県北九州市
エ フ ピ コ み や こ ひ も 株 式 会 社 本 社 東京都新宿区
エ フ ピ コ 上 田 株 式 会 社 本 社 鳥取県米子市
エフピコグラビア株式会社 本 社 ・ 工 場 岡山県浅口市

７．使用人の状況（2020年３月31日現在）
⑴　企業集団の使用人の状況

使 用 人 数 前 連 結 会 計 年 度 末 比 増 減 数

4,484名 45名増
（注）１．上記使用人数には、準社員332名を含んでおります。

２．上記使用人数には出向者を除き、社外からの被出向者を含んでおります。

⑵　当社の使用人の状況
使 用 人 数 前事業年度末比増減数 平 均 年 齢 平 均 勤 続 年 数

885名 37名増 40.5歳 13年11ヶ月
（注）１．上記使用人数には、準社員２名を含んでおります。

２．上記使用人数には出向者を除き、社外からの被出向者を含んでおります。

－ 16 －
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2020/05/28 19:50:15 / 19598415_株式会社エフピコ_招集通知（Ｃ）

８．主要な借入先の状況（2020年３月31日現在）
借 入 先 借 入 額

株 式 会 社 も み じ 銀 行 11,109百万円

株 式 会 社 西 日 本 シ テ ィ 銀 行 9,500

株 式 会 社 三 菱 Ｕ Ｆ Ｊ 銀 行 7,099

株 式 会 社 日 本 政 策 投 資 銀 行 6,929

株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 6,586

三 井 住 友 信 託 銀 行 株 式 会 社 5,600

農 林 中 央 金 庫 4,472

株 式 会 社 中 国 銀 行 2,747

株 式 会 社 み ず ほ 銀 行 2,000

株 式 会 社 伊 予 銀 行 1,305

９．その他企業集団の現況に関する重要な事項
　該当事項はありません。

－ 17 －

主要な借入先の状況、その他企業集団の現況に関する重要な事項
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Ⅱ 会社の現況
１．当社が発行する株式の状況（2020年３月31日現在）

⑴　発行可能株式総数 120,000,000株
⑵　発行済株式の総数 44,284,212株
⑶　株主数 3,444名
⑷　大株主（上位10名）

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率

株 式 会 社 小 松 安 弘 興 産 14,339千株 34.69％

日 本 マ ス タ ー ト ラ ス ト 信 託 銀 行 株 式 会 社 (信 託 口 ) 2,343 5.67

日 本 ト ラ ス テ ィ・サ ー ビ ス 信 託 銀 行 株 式 会 社 (信 託 口 ) 2,333 5.64

積 水 化 成 品 工 業 株 式 会 社 1,732 4.19

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口９） 1,256 3.04

株 式 会 社 西 日 本 シ テ ィ 銀 行 880 2.13

エ フ ピ コ 共 栄 会 782 1.89

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社(三井住友信
託銀行再信託分・株式会社もみじ銀行退職給付信託口) 762 1.85

日 本 マ ス タ ー ト ラ ス ト 信 託 銀 行 株 式 会 社
（ 退 職 給 付 信 託 積 水 化 成 品 工 業 口 ） 600 1.45
第 一 生 命 保 険 株 式 会 社
常任代理人 資産管理サービス信託銀行株式会社 551 1.33

（注）１．当社は自己株式2,944,405株を保有しておりますが、上記大株主からは除外しております。
２．持株数は、千株未満を切り捨てて表示しております。
３．持株比率は、自己株式を控除して計算しております。

－ 18 －
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２．当社が保有する株式の状況（2020年３月31日現在）
⑴　当社の政策保有に関する方針

　当社は、経営戦略の一環として、業務提携、資金調達、原材料の安定調達などの観点から企業間
の連携を強化することが、当社の持続的な成長と中長期的な企業価値の向上に資すると判断する
場合に限り、当該企業の株式を保有することとしております。こうした株式については、個別銘柄
ごとに、担当取締役が保有先との取引状況等を年に一度モニタリングし、その結果を踏まえて
取得・保有の意義や、資本コストに見合っているか等を取締役会で審議し、保有の適否を判断し
てまいります。検証の結果、保有の合理性が認められなくなったと判断される銘柄については、
市場への影響やその他事業面で考慮すべき事情にも配慮しつつ縮減を進めてまいります。

⑵　当社の政策保有株式の議決権行使の基準
　政策保有株式の議決権行使については、当社の中長期的な企業価値向上に資するものであるか、
また、適切なコーポレート・ガバナンス体制の強化や株主価値の向上に資するものか等を総合的
に判断し、適切に行使しております。

⑶　当社が純投資目的以外の目的で保有する株式の銘柄数及び貸借対照表計上額の合計額

銘柄数 貸借対照表計上額の合計額（百万円）
49 2,937

－ 19 －
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３．会社役員の状況
⑴　取締役の状況（2020年３月31日現在）

会社における地位 氏 名 担 当 及 び 重 要 な 兼 職 の 状 況

代 表 取 締 役 社 長 佐 藤 守 正

エ フ ピ コ 商 事 株 式 会 社
エ フ ピ コ チ ュ ー パ 株 式 会 社
エフピコインターパック株式会社
エフピコダイヤフーズ株式会社
エ フ ピ コ み や こ ひ も 株 式 会 社

代表取締役会長
代表取締役会長
代表取締役会長
代表取締役会長
代表取締役会長

専 務 取 締 役 高 橋 正 伸 営業本部本部長兼東日本営業統括部統括マネージャー

専 務 取 締 役 永 井 信 幸 生産本部本部長

専 務 取 締 役 池 上 　 功 経理財務本部本部長兼経営企画室管掌兼秘書室東京本社管掌

専 務 取 締 役 安 田 和 之 ＳＣＭ本部本部長兼情報システム部管掌

常 務 取 締 役 岡 　 恒 治 特販営業統括部統括マネージャー兼容器開発部管掌
兼ストア支援事業部管掌

常 務 取 締 役 西 村 公 子 総務人事本部管掌兼特例子会社・就労継続支援Ａ型事業管掌
兼環境対策室管掌兼法務・コンプライアンス統括室管掌

取 締 役 佐 藤 　 修 広域営業統括部統括マネージャー
取 締 役 永 尾 秀 俊 総務人事本部本部長兼秘書室ジェネラルマネージャー
取 締 役 小 林 健 治 近畿中四国営業統括部統括マネージャー
取 締 役 俵 　 武 彦 九州営業統括部統括マネージャー
取 締 役 柊 山 　 巌 生産本部副本部長東地区担当
取 締 役 小 川 浩 嗣 商事本部本部長

取 締 役
（ 監 査 等 委 員 ） 末 　 吉 　 竹 二 郎

国連環境計画・金融イニシアチブ(ＵＮＥＰ ＦＩ)特別顧問
公益財団法人自然エネルギー財団代表理事 副理事長
一般社団法人グリーンファイナンス推進機構代表理事
公益財団法人世界自然保護基金ジャパン代表理事 会長

取 締 役
（ 監 査 等 委 員 ） 緑 川 正 博

株式会社公文教育研究会社外監査役
日精エー・エス・ビー機械株式会社社外取締役
国際自動車株式会社社外取締役
株式会社ＭＩＤ ＧＲＯＵＰ代表取締役
株式会社パロマ社外監査役

取 締 役
（常勤監査等委員） 中 居 敏 郎 エフピコインターパック株式会社監査役

エフピコ商事株式会社監査役

取 締 役
（常勤監査等委員） 松 本 修 一

エフピコチューパ株式会社監査役
エフピコダイヤフーズ株式会社監査役
エフピコみやこひも株式会社監査役

－ 20 －
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（注）１．社内の情報収集の充実を図り、内部監査部門等との緊密な連携を通じて、監査の実効性を高め、
監査・監督機能を強化するために常勤の監査等委員を選定しております。

２．取締役末吉竹二郎氏、緑川正博氏、中居敏郎氏及び松本修一氏は、社外取締役であります。
３．取締役（監査等委員）である緑川正博氏は、公認会計士の資格を有しており、財務・会計に関する

相当程度の知見を有しております。
４．当社は、取締役末吉竹二郎氏及び緑川正博氏を東京証券取引所の定め及び当社が定めた「当社の

独立社外役員の独立性判断基準」に基づく独立役員として指定し、同取引所へ届け出ております。
５．社外取締役の重要な兼職先と当社の間には特記すべき関係はありません。
６．2020年３月31日現在の執行役員は、次のとおりであります。

会社における地位 氏 名 担 当 役 職

執 行 役 員 梅 谷 信 文 エフピコチューパ株式会社代表取締役社長

執 行 役 員 澤 山 中 庸 中部営業部ジェネラルマネージャー

執 行 役 員 斎 藤 信 彦 生産本部副本部長兼生産企画部ジェネラルマネージャー

執 行 役 員 渡 辺 政 明 東京営業第４部ジェネラルマネージャー

執 行 役 員 中 島 国 雅 エフピコインターパック株式会社代表取締役社長

執 行 役 員 横 山 和 典 容器開発部ジェネラルマネージャー

執 行 役 員 村 岡 広 行 生産本部副本部長西地区担当兼総合研究所ジェネラル
マネージャー

執 行 役 員 藤 植 　 修 資材部ジェネラルマネージャー

執 行 役 員 門 田 恒 敬 エフピコみやこひも株式会社代表取締役社長

執 行 役 員 兼 田 英 寿 リサイクル部ジェネラルマネージャー

執 行 役 員 條 　 壮 明 生産本部本部長代理中部地区担当兼統括工場長中部工場

執 行 役 員 木 坂 典 浩 統括工場長関東第一工場

執 行 役 員 松 田 宣 弘 ＳＣＭ本部副本部長

執 行 役 員 平 田 光 史 エフピコダイヤフーズ株式会社代表取締役社長

執 行 役 員 前 田 知 司 ストア支援事業部ジェネラルマネージャー

執 行 役 員 小 野 田 　 洋 　 之 量販営業部ジェネラルマネージャー

執 行 役 員 吉 　 岡 　 潤 一 郎 経理部ジェネラルマネージャー

－ 21 －
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⑵　責任限定契約の内容の概要
　当社と各取締役（業務執行取締役であるものを除く。）との間で、会社法第427条第1項及び
当社定款の規定に基づき、同法第423条第1項の損害賠償責任を限定する契約を締結しておりま
す。
　当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、法令が定める最低責任限度額としております。

⑶　当事業年度中の取締役の異動
①就任
　2019年６月26日開催の第57回定時株主総会において新たに小川浩嗣氏が取締役に選任さ
れ、就任いたしました。

②退任
　2019年６月26日開催の第57回定時株主総会終結の時をもって、取締役髙西智樹氏は退任い
たしました。

③当事業年度中の取締役の地位及び担当等の異動
氏 名 新 旧 異 動 年 月 日

髙 西 智 樹 専務取締役社長特命担当 専務取締役第二営業本部本部長
兼第一営業本部管掌 2019年 4 月 1 日

高 橋 正 伸

常務取締役営業本部本部長
兼 東 日 本 営 業 統 括 部 統 括
マネージャー

常 務 取 締 役 第 一 営 業 本 部
本部長 2019年 4 月 1 日

専務取締役営業本部本部長
兼 東 日 本 営 業 統 括 部 統 括
マネージャー

常務取締役営業本部本部長
兼 東 日 本 営 業 統 括 部 統 括
マネージャー

2019年 6 月 26日

安 田 和 之 専務取締役ＳＣＭ本部本部長
兼情報システム部管掌

常務取締役ＳＣＭ本部本部長
兼情報システム部管掌 2019年 6 月 26日

岡 　 恒 治

取締役特販営業統括部統括
マネージャー兼容器開発部管掌
兼ストア支援事業部管掌

取締役東京営業第１部管掌
兼 ス ト ア 支 援 事 業 部 管 掌
兼容器開発部管掌

2019年 4 月 1 日

常務取締役特販営業統括部統括
マネージャー兼容器開発部管掌
兼ストア支援事業部管掌

取締役特販営業統括部統括
マネージャー兼容器開発部管掌
兼ストア支援事業部管掌

2019年 6 月 26日

－ 22 －
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氏 名 新 旧 異 動 年 月 日

西 村 公 子

常務取締役総務人事本部管掌
兼特例子会社・就労継続支援
Ａ型事業管掌兼環境対策室管掌
兼法務・コンプライアンス
統括室管掌

取締役総務人事本部副本部長
兼特例子会社・就労継続支援
Ａ型事業管掌兼環境対策室管掌
兼 法 務 ・ コ ン プ ラ イ ア ン ス
統括室管掌

2019年 6 月 26日

佐 藤 　 修 取締役広域営業統括部統括
マネージャー 取締役広域営業部管掌 2019年 4 月 1 日

小 林 健 治 取締役近畿中四国営業統括部
統括マネージャー 取締役近畿統括マネージャー 2019年 4 月 1 日

俵 　 武 彦 取締役九州営業統括部統括
マネージャー 取締役中四国九州統括マネージャー 2019年 4 月 1 日

⑷　当事業年度末後の取締役の異動
　該当事項はありません。

⑸　取締役の報酬等の総額
区 分 人 数 報 酬 等 の 総 額

取 締 役 （ 監 査 等 委 員 を 除 く 。 ）
（ う ち 社 外 取 締 役 ）

14名
（0名）

457百万円
（0百万円）

取 締 役 （ 監 査 等 委 員 ）
（ う ち 社 外 取 締 役 ）

4名
（4名）

55百万円
（55百万円）

合 計
（ う ち 社 外 取 締 役 ）

18名
（4名）

513百万円
（55百万円）

（注）１．2016年６月28日開催の第54回定時株主総会において、取締役（監査等委員を除く。）の報酬額
を年額500百万円以内（使用人兼務取締役の使用人分給与を含まない。）、取締役（監査等委員）
の報酬額を年額80百万円以内と決議いただいております。

２．上記には、2019年６月26日をもって、退任した取締役（監査等委員を除く。）１名を含んでおり
ます。

３．上記の報酬等の総額には、当事業年度における役員退職慰労引当金の繰入額が、83百万円（取締役
（監査等委員を除く。）13名に対し79百万円、取締役（監査等委員）２名に対し４百万円、うち
社外役員２名に対し４百万円）含まれております。

４．上記のほか、2019年６月26日開催の第57回定時株主総会決議に基づき、役員退職慰労金を次の
とおり支給しております。

　　　退任取締役（監査等委員を除く。）２名　　　　　49百万円
　　なお、この金額の中には過年度の事業報告において役員の報酬等の総額に含めた退職慰労引当金の

繰入額41百万円が含まれております。

－ 23 －
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⑹　社外役員に関する事項
当事業年度における主な活動状況
①取締役会及び監査等委員会への出席状況

地 位 ・ 氏 名
取締役会

（14回開催）
監査等委員会
（15回開催）

出 席 回 数 出 席 率 出 席 回 数 出 席 率
取 締 役
（ 監 査 等 委 員 ） 末　吉　竹二郎 14回 100％ 15回 100％

取 締 役
（ 監 査 等 委 員 ） 緑 川 正 博 14 100 15 100

取 締 役
（常勤監査等委員） 中 居 敏 郎 14 100 15 100

取 締 役
（常勤監査等委員） 松 本 修 一 14 100 15 100

②取締役会及び監査等委員会における発言状況
　取締役末吉竹二郎氏は、取締役会及び監査等委員会において国際的な環境問題、企業の
社会的責任に関する見識と豊富な経験に基づき、環境保全・社会貢献に対する企業の役割等
について積極的に発言を行っております。
　取締役緑川正博氏は、取締役会及び監査等委員会において公認会計士として培われた専門的
な知識や豊富な経験に基づき、積極的な発言を行っております。
　取締役中居敏郎及び松本修一の両氏は、取締役会及び監査等委員会においてそれぞれ豊富
な経験と専門的知識等に基づき、経営の透明性と客観性向上について積極的に発言を行って
おります。

③当社または当社の特定関係事業者の業務執行者または役員（業務執行者であるものを除く。）
との親族関係
　取締役中居敏郎氏の三親等以内の親族は、当社に社員として勤務しております。

④重要な兼職先と当社との関係
社外取締役の重要な兼職先は20ページに記載のとおりです。

　各兼職先と当社との間に以下の取引関係がありますが、それ以外に特別な関係はありませ
ん。

取締役中居敏郎氏が監査役を兼職するエフピコインターパック株式会社及びエフピコ商事
株式会社との間で、継続的営業取引を行っております。

取締役松本修一氏が監査役を兼職するエフピコチューパ株式会社、エフピコダイヤフーズ
株式会社及びエフピコみやこひも株式会社との間で継続的営業取引を行っております。

－ 24 －
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４．会計監査人の状況
⑴　会計監査人の名称　　　　　　　有限責任監査法人トーマツ

⑵　会計監査人の報酬等の額及び当該報酬等の額について監査等委員会が同意した理由
区 分 報 酬 等 の 額

当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 43百万円

当社及び子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上の
利益の合計額 45

　(注)　１．当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査報酬額と金融商品取引法に基づく
監査報酬額を区分しておりませんので、当事業年度に係る報酬等の額にはこれらの合計額を記載して
おります。

２．監査等委員会は、会計監査人の監査計画の内容、会計監査の職務遂行状況及び報酬見積りの算出根拠等
が適切であるかどうかについて必要な検証を行ったうえで、会計監査人の報酬等の額について同意の
判断をいたしました。

⑶　非監査業務の内容
　当社が会計監査人に対して報酬を支払っている非監査業務の内容は、収益認識に関する会計基準等
の適用についての助言業務等であります。

⑷　会計監査人の解任または不再任の決定の方針
　監査等委員会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必要があると判断した
場合は、株主総会に提出する会計監査人の解任または不再任に関する議案の内容を決定いたしま
す。
　また、監査等委員会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当すると
認められる場合は、監査等委員全員の同意に基づき、会計監査人を解任いたします。この場合、
監査等委員会が選定した監査等委員は、解任後最初に招集される株主総会において、会計監査人
を解任した旨及びその理由を報告いたします。

５．剰余金の配当等の決定に関する方針
　当社グループは、株主の皆様への利益向上に見合った利益還元を最重要課題の一つと考え、収益力
の向上と財務体質の強化を図るとともに、継続的かつ安定的な配当を実施してまいります。内部留保
につきましては、経営体質の充実強化とともに、事業拡大に向けての戦略投資等の機動的な実施に
備えてまいります。これらを総合的に勘案しながら連結ベースでの配当性向30%を目途としており
ます。
　2020年３月期の期末配当金については、１株につき41円とさせていただきます。これにより、
中間配当金40円と合わせますと年間配当金は81円となります。

－ 25 －
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Ⅲ 当社のコーポレートガバナンスの状況
１．コーポレートガバナンスの基本方針

　当社のコーポレートガバナンスに関する基本的な考え方は、意思決定の透明性・公正性を確保し、
保有する経営資源（人・物・金・情報）を有効に活用するとともに、迅速かつ果断な意思決定に
より持続的な成長と中長期的な企業価値を向上させることと認識しております。
　当社は、次の基本方針に沿って、コーポレートガバナンスの充実に取り組んでまいります。

⑴　株主の権利・平等性の確保
　当社は、全ての株主に対して実質的な平等性を確保するとともに株主の権利が確保されるよう、
金融商品取引法及び関係法令や東京証券取引所の定める適時開示等に係る規則を遵守し、速やか
な情報開示を行っております。

⑵　株主以外のステークホルダーとの適切な協働
　当社は、企業価値を財務的価値のみならず、数字では表せられない無形な価値も社会的責任を
全うするためには必要であると認識し、顧客、取引先、社会、従業員、株主など、各ステークホルダー
との適切な協働を実践してまいります。また、取締役会・経営陣は、当社の経営理念に基づき、
法令、協定及び社内規程等を遵守するとともに、高い倫理観と社会的良識をもって、全ての
ステークホルダーを尊重し協働する企業文化・風土の醸成に向け、リーダーシップを発揮して
まいります。

⑶　適切な情報開示と透明性の確保
　当社は、情報開示は重要な経営課題の一つであると認識しており、顧客、取引先、社会、従業員、
株主など、各ステークホルダーから理解を得るために、適切な情報開示を行うことが必要不可欠
と考えております。法令に基づく開示以外にも重要と判断される情報（非財務情報も含む。）に
ついては、当社ホームページや企業報告書「エフピコレポート」等の様々な手段により積極的に
開示を行っております。

⑷　取締役会等の責務
　当社の取締役会は、株主に対する受託者責任・説明責任を踏まえ、持続的成長と中長期的な
企業価値の向上を目指し、収益力・資本効率等の改善を図るべく、当社の目指す経営目標の実現
に向けて重要な企業戦略を定めて実行しております。また、内部統制システムやリスク管理体制
を整備することで、経営陣幹部による適切なリスクテイクを支えるための役割や責務を果たして
おります。
　当社は、会社法上の機関設計として監査等委員会設置会社を選択しており、社外取締役が
過半数を占める監査等委員会が経営監視の役割を担い、透明性の高い経営の実現に取り組んで
おります。監査等委員会は、業務執行者からの独立性を確保し、監査等委員である取締役は、
取締役会における議決権が付与され監査・監督機能の強化を図っております。また、監査等委員
である取締役は、取締役会の他重要な会議に出席するとともに、必要に応じて業務執行部門から
報告を求め、当社の業務執行状況に関する情報を収集しております。

－ 26 －
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⑸　株主との対話
　当社は、持続的な成長と中長期的な企業価値向上に資するため、株主との建設的な対話を
積極的に行い、株主の意見や要望を経営に反映させ、株主とともに当社を成長させていくことが
重要と認識しており、代表取締役やＩＲ活動を統括する取締役を中心に当社の経営戦略や経営
計画に対する理解を得るため、株主との対話の場を設けております。
　当社は、株主との対話に際して、投資家の投資判断に重要な影響をおよぼす未公開の重要事実
（インサイダー情報）の漏洩防止に努め、万一、未公表の決算情報などの重要な情報を証券
アナリストなどに提供した場合、フェア・ディスクロージャー・ルールに則り、速やかに他の
投資家にも公平に情報提供を行います。

２． 経営・業務執行体制の概要
⑴　当社のコーポレートガバナンス体制

　2020年３月31日時点の当社のコーポレートガバナンスの体制は、以下のとおりです。

株主総会

監査室

各本部・各室・グループ会社

会
計
監
査
人

代表取締役

経営会議

情報交換会
業務担当取締役
執行役員

選任・解任 選任・解任

選任・解任

監査
モニタリング

付議・報告

指示

指示

指示

指示

報告報告

報告 報告

指示

報告

監査

連携

連携

連携

顧
問
弁
護
士

助言

業務執行部門
選定・監督

提案・報告 報告・意見陳述

取締役会

オペレーション会議

監査・監督 監査等委員である取締役
<監査等委員会>監査等委員でない取締役

－ 27 －

コーポレートガバナンスの基本方針、経営・業務執行体制の概要



事
業
報
告

連
結
計
算
書
類

計
算
書
類

監
査
報
告

2020/05/28 19:50:15 / 19598415_株式会社エフピコ_招集通知（Ｃ）

⑵　現状の体制を選択している理由
　当社は、業務の執行と監督の分離をより一層進め、業務執行における決定の迅速性及び機動性
を向上させると同時に業務執行に対する監督機能の強化を図ることで、取締役会が高度な説明
責任を果たし、持続的な成長と中長期的な企業価値向上を実現させることを目的として、監査等
委員会設置会社を採用しております。
　当社の監査等委員会は、４名の社外取締役で構成され、うち２名は独立社外取締役であります。
社外取締役には、多様な経験と幅広い見識を有する有識者などを選任し、取締役会等において、
業務の執行と一定の距離を置いた立場から意見を行うことで、客観的な経営の監督の実効性を
確保しており、透明性の高い経営の実現に取り組んでおります。
　監査等委員会の機能を最大限に生かし、業務執行の監査・監督機能を一層強化して持続的成長
と中長期的な企業価値の向上を目指すには、現体制が最適であると考えております。

⑶　取締役への研修方針
　当社は、取締役を対象として、その役割と責務に必要な研修を実施しており、特にコンプライアンス
遵守を重視した研修、リスクマネジメント研修等を実施しております。取締役（社外取締役を
含む。）には、就任の際に、当社グループの事業・財務・組織の概要説明を行うとともに、必要
に応じて工場・配送センター等、主要拠点の見学を実施し、当社グループへの理解を深める施策
を行っております。

３．内部統制に係る体制
⑴業務の適正を確保するための体制の概要

　当社取締役会において決議した業務の適性を確保するための体制（「内部統制システムの
基本方針」）及びその運用状況は、次のとおりであります。
①当社及び子会社の取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保する

ための体制と損失の危険の管理に関する規程その他の体制

イ．コンプライアンス体制
　取締役及び使用人が、高い倫理観と社会的良識を持ち、コンプライアンス精神の浸透を
図ることを目的に制定した「エフピコグループ行動憲章」、「エフピココンプライアンス
行動規範」を会社法の精神に則り、取締役及び使用人に対して周知を図る。
　法令違反その他コンプライアンスに関する問題の早期発見、是正を図るため、内部通報
制度の詳細を規定した「職場相談窓口に係る規程」に基づき、社内の通報窓口のほか経営陣
から独立した窓口として弁護士事務所を設置するとともに通報者の不利益の防止を図る。
　法務・コンプライアンス統括室において、グループ横断的にコンプライアンスに係る
教育・研修、内部通報制度の運用状況の検証、その他コンプライアンスについての取り組み
を推進する。

－ 28 －
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ロ．リスク管理体制
　「リスク管理規程」に基づき、リスクを区分してグループ全体のリスクを適切に管理
する。具体的には、生産・物流・販売に関する業務リスクでは、原則月次で取締役、
執行役員、ジェネラルマネージャーによるオペレーション会議が開催され、リスクを共有化
するとともに課題・対応策を審議する。また、グループ会社のリスク管理では、取締役、
執行役員、グループ会社の代表者による情報交換会が定期的に開催され、リスクを共有化
するとともに課題・対応策を審議する。
　当社グループに危機的事態が顕在化したときのため、その被害を最少化するための危機管理
について「危機管理規程」を定め、当社及び子会社の取締役及び使用人に周知する。

ハ．モニタリング体制
　業務執行部門とは独立した社長直轄の監査室による内部監査を実施し、業務執行部門の
リスク管理状況、コンプライアンス状況も含めモニタリングを行う。これにより、使用人の
職務の執行が法令及び定款に適合することを確保する。

ニ．情報開示体制
　法定開示及び適時開示に関係する情報は、秘書室に情報集約し、関係部門と協議の上、
開示の必要性要否の判断を行う。より一層透明性を確保し健全性を図るため、「インサイダー
情報管理規程」に基づき情報開示体制を確保する。

②当社及び子会社の取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
　取締役の職務に係る情報の保存・管理は、「文書管理規程」で定め、適正な運用を図るもの
とする。保存文書の保存年限は、関係法令で定められた期間とし、必要に応じて閲覧可能な
状態を維持するものとする。

③当社及び子会社の取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
　当社は、監査等委員会設置会社であり、経営の意思決定の迅速化と取締役の職務執行の
監査・監督機能の強化を図る。経営に関する重要事項を協議する機関としては、経営会議を
設置する。
　経営上の意思決定機関として取締役会を原則月次で開催し、重要事項の決定のほか、取締役
の業務執行状況の監督を行い、効率的な執務執行を確保する。

④当社及び子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制及び子会社の
取締役等の職務の執行に係る事項の当社への報告に関する体制
　当社が定める「グループ運営規程」において、子会社の経営上の重要事項または問題が
発生した場合、速やかに主管本部・主管会社へ報告・連絡するとともに、当社への報告を
義務づけ、子会社の財務状況やその他重要情報について、必要に応じて随時報告を実施する。
　その他当社グループは、原則月次で当社及び子会社の取締役が出席する経営会議を開催し、
当社子会社において発生した重要な事象について経営会議における報告を義務づける。
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⑤監査等委員会の職務を補助すべき取締役及び使用人に関する事項、また、その取締役及び
使用人の取締役（監査等委員である取締役を除く。）からの独立性に関する事項、及び取締役
及び使用人に対する指示の実効性の確保に関する事項
　監査等委員会の職務を補助すべき人員は、専任の体制を取っていないが、監査等委員の
職務の必要に応じ、関連する部門が支援する体制とする。
　監査等委員会の職務を補助すべき使用人を置く場合、取締役会は監査等委員会と協議の上、
監査等委員会の職務を補助すべき使用人を指名することができる。
　当該使用人は、監査等委員会の指示命令に従うものとし、当該使用人の人事異動、人事評価、
懲戒処分等、雇用に係る重要事項についてはあらかじめ監査等委員会の同意を得るものとす
る。

⑥当社及びグループ会社の取締役（監査等委員である取締役を除く。）及び使用人が監査等
委員会に報告をするための体制、その他の監査等委員会への報告に関する体制及び当該報告
をした者が不利な取扱いを受けないことを確保するための体制
　当社及びグループ会社の取締役（監査等委員である取締役を除く。）及び使用人は、監査等
委員会から業務執行に関する事項の報告を求められた場合には、速やかに報告を行わなけれ
ばならないものとする。内部通報制度に基づき、不正行為が確認された場合は、監査等委員会
へ遅滞なく報告を行うよう、取締役及び使用人に対してその周知を図るものとする。
　また、監査等委員会に対しては、内部監査部門である監査室より内部監査に関わる連絡と
監査結果の報告を行い、監査等委員会は必要に応じて監査室に調査を求めるなど緊密な連携
を図る。
　監査等委員会への報告を行った取締役及び使用人に対し、当該報告をしたことを理由として
不利な取扱いを行うことを禁止し、その旨を周知徹底する。

⑦監査等委員の職務の執行について生ずる費用または債務の処理に係る方針に関する事項
　当社は、監査等委員の職務の執行について合理的に生ずる費用の前払いまたは償還、その他
当該職務の執行について生ずる費用または債務を、監査等委員の請求に基づき速やかに
処理するものとする。

⑧その他監査等委員会の監査が実効的に行われることを確保するための体制
　監査等委員会の監査が実効的に行われることを確保するために、監査等委員会は、会計監査人
や内部監査部門である監査室と連携するとともに、会社を取り巻くリスク・課題について、
意見交換を行う。また、監査等委員は、取締役会の他重要な会議に出席するとともに、必要に
応じて業務執行部門から報告を求め、当社の業務執行状況に関する情報を収集する。
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(2)業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要
当事業年度における業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要は、以下のとおりであります。

①コンプライアンスに関する運用状況
　社員がどのように行動すべきかを示した「エフピコグループ行動憲章」、さらに、同憲章の
精神に則った「エフピココンプライアンス行動規範」を社内ネットワークシステムへ掲載し
随時確認できる環境を整備しているとともに、コンプライアンス集合研修やコンプライアンスの
注意喚起を促すための定期的な情報提供等により、コンプライアンス意識の醸成・浸透を図って
おります。
　また、不正行為の早期発見と是正を図り、コンプライアンス体制の強化に資することを目的と
して、「職場相談窓口に係る規程」を設け、内部相談窓口のほか、社外ヘルプラインとして
弁護士事務所を設置するなど、内部通報制度を強化・整備して運用しております。相談者が、
相談を行ったことにより解雇その他いかなる不利益を被ることのないよう規定し、相談に当たっては、
プライバシーの保護に十分留意して対応しております。
　不正行為の疑いがあるとの相談を受けた場合、相談内容を速やかに調査した上で、不正行為に
ついては、速やかに是正措置及び再発防止措置を講じ、取締役会に報告する等、内部通報に対す
る適切な体制を敷いております。

②リスク管理に関する運用状況
　具体的なリスク管理として、生産・物流・販売に関する業務リスクでは、原則月次で取締役、
執行役員、ジェネラルマネージャーによるオペレーション会議が開催され、リスクを共有化する
とともに課題・対応策を審議しております。また、グループ会社のリスク管理では、取締役、
執行役員、グループ会社の代表者による情報交換会が定期的に開催され、リスクを共有化すると
ともに課題・対応策を審議することで、発生リスクへの早期対応並びに、同様のリスクが発生す
ることの未然防止に努めております。

③職務執行体制に関する運用状況
　経営に関する重要事項を協議する機関としては、経営会議を設置し、原則月次で開催しており
ます。また、経営上の意思決定機関として取締役会を原則月次で開催し、重要事項の決定のほか、
取締役の業務執行状況の監督を行い、効率的な執務執行体制を敷いております。
　また、情報資産を適切に保護することにより事業活動を正常かつ円滑に行うことを目的として
制定した「情報セキュリティ管理規程」に基づき、情報資産の取扱い、管理方法等のルール遵守
を徹底する中で、業務執行部門とは独立した社長直轄の監査室がモニタリングを実施し情報
セキュリティ管理の実効性を確認しております。さらにモニタリング時の不備事項の改善指示や
管理強化のための情報発信などを行い、情報資産の不正利用や漏洩の防止に努めております。

④監査体制に関する運用状況
　業務執行部門とは独立した社長直轄の監査室が、内部監査計画に基づき、定期的に当社及び
子会社の業務監査を実施し、その結果を監査報告書にて、全ての取締役、執行役員に報告する
ことで業務執行の改善を図っております。また、当社は、監査室、監査等委員と会計監査人の
レビュー報告会を四半期毎に開催し、相互に意見交換を行うことで情報共有を深めております。
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連 結 貸 借 対 照 表
（ 2020年３月31日現在 ）

(単位：百万円)
資 産 の 部 負 債 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産

現 金 及 び 預 金
受 取 手 形 及 び 売 掛 金
商 品 及 び 製 品
仕 掛 品
原 材 料 及 び 貯 蔵 品
未 収 入 金
そ の 他
貸 倒 引 当 金

固 定 資 産
有 形 固 定 資 産

建 物 及 び 構 築 物
機 械 装 置 及 び 運 搬 具
土 地
リ ー ス 資 産
建 設 仮 勘 定
そ の 他

無 形 固 定 資 産
の れ ん
そ の 他

投 資 そ の 他 の 資 産
投 資 有 価 証 券
繰 延 税 金 資 産
そ の 他
貸 倒 引 当 金

80,322
20,288
34,223
18,667

107
3,641
2,869

545
△19

162,174
151,289

74,735
33,345
33,327
3,353
1,815
4,710
2,456

974
1,482
8,428
3,703
3,650
1,140
△66

流 動 負 債 79,569
買 掛 金 19,309
短 期 借 入 金 21,939
コマーシャル・ペーパー 18,000
リ ー ス 債 務 2,057
未 払 金 7,552
未 払 法 人 税 等 3,011
未 払 消 費 税 等 1,470
賞 与 引 当 金 2,368
役 員 賞 与 引 当 金 104
そ の 他 3,756

固 定 負 債 43,626
長 期 借 入 金 36,760
リ ー ス 債 務 1,584
役 員 退 職 慰 労 引 当 金 558
執行役員退職慰労引当金 37
退 職 給 付 に 係 る 負 債 4,396
そ の 他 289

負 債 合 計 123,196
純 資 産 の 部

株 主 資 本 118,077
資 本 金 13,150
資 本 剰 余 金 15,864
利 益 剰 余 金 94,157
自 己 株 式 △5,095

その他の包括利益累計額 656
その他有価証券評価差額金 762
退職給付に係る調整累計額 △106

非 支 配 株 主 持 分 567
純 資 産 合 計 119,301

資 産 合 計 242,497 負 債 純 資 産 合 計 242,497
（注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。
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連 結 損 益 計 算 書

( 2019年 4 月 1 日から
2020年 3 月31日まで )

（単位：百万円）
科 目 金 額

売 上 高 186,349
売 上 原 価 123,235

売 上 総 利 益 63,114
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 47,606

営 業 利 益 15,507
営 業 外 収 益

受 取 利 息 1
受 取 配 当 金 118
持 分 法 に よ る 投 資 利 益 32
補 助 金 収 入 276
受 取 賃 貸 料 86
ス ク ラ ッ プ 売 却 益 155
そ の 他 372 1,042

営 業 外 費 用
支 払 利 息 95
そ の 他 180 276

経 常 利 益 16,274
特 別 損 失

固 定 資 産 除 売 却 損 209
投 資 有 価 証 券 評 価 損 91 301

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 15,972
法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 5,291
法 人 税 等 調 整 額 △229 5,061
当 期 純 利 益 10,911
非 支 配 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益 133
親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益 10,777

（注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。
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貸 借 対 照 表
（ 2020年３月31日現在 ）

（単位：百万円）
資 産 の 部 負 債 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産

現 金 及 び 預 金
受 取 手 形
売 掛 金
商 品 及 び 製 品
仕 掛 品
原 材 料 及 び 貯 蔵 品
短 期 貸 付 金
未 収 入 金
そ の 他
貸 倒 引 当 金

固 定 資 産
有 形 固 定 資 産

建 物
構 築 物
機 械 及 び 装 置
車 両 運 搬 具
工 具 器 具 備 品
土 地
リ ー ス 資 産
建 設 仮 勘 定

無 形 固 定 資 産
ソ フ ト ウ ェ ア
そ の 他

投 資 そ の 他 の 資 産
投 資 有 価 証 券
関 係 会 社 株 式
長 期 貸 付 金
敷 金 ・ 保 証 金
繰 延 税 金 資 産
そ の 他
貸 倒 引 当 金

79,232
18,778
7,591

19,453
13,475

73
3,121

13,210
3,079

462
△13

141,246
128,624

61,566
2,639

27,609
386

3,563
28,026
3,113
1,719
1,253
1,118

135
11,367

2,937
5,366

30
760

1,984
294
△6

流 動 負 債 83,528
買 掛 金 13,745
短 期 借 入 金 13,494
コマーシャル・ペーパー 18,000
１年内返済予定の長期借入金 21,575
リ ー ス 債 務 2,005
未 払 金 8,566
未 払 法 人 税 等 1,954
未 払 費 用 2,549
賞 与 引 当 金 736
役 員 賞 与 引 当 金 87
そ の 他 813

固 定 負 債 41,051
長 期 借 入 金 36,760
リ ー ス 債 務 1,457
退 職 給 付 引 当 金 2,225
役 員 退 職 慰 労 引 当 金 400
執行役員退職慰労引当金 37
そ の 他 169

負 債 合 計 124,579
純 資 産 の 部

株 主 資 本 95,272
資 本 金 13,150
資 本 剰 余 金 15,833

資 本 準 備 金 15,487
そ の 他 資 本 剰 余 金 346

利 益 剰 余 金 71,615
利 益 準 備 金 667
そ の 他 利 益 剰 余 金 70,948

別 途 積 立 金 15,200
繰 越 利 益 剰 余 金 55,748

自 己 株 式 △5,327
評 価 ・ 換 算 差 額 等 626

その他有価証券評価差額金 626
純 資 産 合 計 95,899

資 産 合 計 220,479 負 債 純 資 産 合 計 220,479
（注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。
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損 益 計 算 書

( 2019年 4月 1 日から
2020年 3月31日まで )

（単位：百万円）
科 目 金 額

売 上 高 149,995
売 上 原 価 102,615

売 上 総 利 益 47,380
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 36,952

営 業 利 益 10,427
営 業 外 収 益

受 取 利 息 及 び 受 取 配 当 金 1,452
補 助 金 収 入 112
受 取 賃 貸 料 190
受 取 手 数 料 53
そ の 他 284 2,093

営 業 外 費 用
支 払 利 息 96
そ の 他 139 236

経 常 利 益 12,284
特 別 損 失

固 定 資 産 除 売 却 損 163
投 資 有 価 証 券 評 価 損 91 255

税 引 前 当 期 純 利 益 12,029
法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 3,428
法 人 税 等 調 整 額 △110 3,318
当 期 純 利 益 8,710

（注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。
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連結計算書類に係る会計監査報告
独立監査人の監査報告書

2020年５月20日
株式会社エフピコ

取 締 役 会　御 中
有限責任監査法人トーマツ　広島事務所

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 松 嶋 　 敦㊞
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 下 平 雅 和㊞

監査意見

　当監査法人は、会社法第444条第4項の規定に基づき、株式会社エフピコの2019年4月1日から
2020年3月31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、
連結株主資本等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。

　当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基
準に準拠して、株式会社エフピコ及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の
財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。
監査の基準における当監査法人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」に記載され
ている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独
立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明
の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。
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連結計算書類に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計
算書類を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない
連結計算書類を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。

　連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成する
ことが適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準
に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任があ
る。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視す
ることにある。

連結計算書類の監査における監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は誤謬
による重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立
場から連結計算書類に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生す
る可能性があり、個別に又は集計すると、連結計算書類の利用者の意思決定に影響を与えると合理
的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じ
て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リス
クに対応した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。
さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・　連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではない
が、監査人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、
監査に関連する内部統制を検討する。
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・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計
上の見積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・　経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、また、
入手した監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に
関して重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不
確実性が認められる場合は、監査報告書において連結計算書類の注記事項に注意を喚起するこ
と、又は重要な不確実性に関する連結計算書類の注記事項が適切でない場合は、連結計算書類
に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日ま
でに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存
続できなくなる可能性がある。

・　連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計
の基準に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた連結計算書類の表示、構
成及び内容、並びに連結計算書類が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうか
を評価する。

・　連結計算書類に対する意見を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分
かつ適切な監査証拠を入手する。監査人は、連結計算書類の監査に関する指示、監督及び実施
に関して責任がある。監査人は、単独で監査意見に対して責任を負う。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別
した内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその
他の事項について報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵
守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除
去又は軽減するためにセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載
すべき利害関係はない。

以　上
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計算書類に係る会計監査報告
独立監査人の監査報告書

2020年５月20日
株式会社エフピコ

取 締 役 会　御 中
有限責任監査法人トーマツ　広島事務所

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 松 嶋 　 敦㊞
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 下 平 雅 和㊞

監査意見

　当監査法人は、会社法第436条第2項第1号の規定に基づき、株式会社エフピコの2019年4月1日
から2020年3月31日までの第58期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主
資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書（以下「計算書類等」という。）について監
査を行った。

　当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準
に準拠して、当該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表
示しているものと認める。

監査意見の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。
監査の基準における当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されて
いる。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、ま
た、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十
分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。
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計算書類等に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類
等を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書
類等を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含
まれる。

　計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが
適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づい
て継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視する
ことにある。

計算書類等の監査における監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬によ
る重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から
計算書類等に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性が
あり、個別に又は集計すると、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる
場合に、重要性があると判断される。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じ
て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスク
に対応した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さら
に、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・　計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、
監査人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に
関連する内部統制を検討する。
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・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上
の見積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・　経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手
した監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して
重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が
認められる場合は、監査報告書において計算書類等の注記事項に注意を喚起すること、又は重要
な不確実性に関する計算書類等の注記事項が適切でない場合は、計算書類等に対して除外事項付
意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠
に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性が
ある。

・　計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基
準に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内
容、並びに計算書類等が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別し
た内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の
事項について報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守
したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又
は軽減するためにセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係は
ない。

以　上
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監査等委員会の監査報告
監　査　報　告　書

　当監査等委員会は、2019年４月1日から2020年３月31日までの第58期事業年度における取締役
の職務の執行について監査いたしました。その方法及び結果につき以下のとおり報告いたします。

１．監査の方法及びその内容
監査等委員会は、会社法第399条の13第１項第１号ロ及びハに掲げる事項に関する取締役会

決議の内容並びに当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）について取締役及
び使用人等からその構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求
め、意見を表明するとともに、下記の方法で監査を実施しました。
①　監査等委員会が定めた監査の方針、職務の分担等に従い、会社の内部統制部門と連携の上、

重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行に関する事項の報告を受け、
必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において業務
及び財産の状況を調査しました。また、子会社については、子会社の取締役及び監査役等と
意思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社から事業の報告を受けました。

②　会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証する
とともに、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求
めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」
（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（平成17年10
月28日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求め
ました。

　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照
表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書
類（連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）について検
討いたしました。
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２．監査の結果
（1）　事業報告等の監査結果

①　事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているも
のと認めます。

②　取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は
認められません。

③　内部統制システムに関する取締役会の決議の内容は相当であると認めます。また、当該内
部統制システムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべ
き事項は認められません。

（2）　計算書類及びその附属明細書の監査結果
会計監査人有限責任監査法人トーマツの監査の方法及び結果は相当であると認めます。

（3）　連結計算書類の監査結果
会計監査人有限責任監査法人トーマツの監査の方法及び結果は相当であると認めます。

2020年５月22日
株式会社　エフピコ　監査等委員会

監 査 等 委 員 末 　 吉 　 竹 二 郎 ㊞
監 査 等 委 員 緑 川 正 博 ㊞
常勤監査等委員 中 居 敏 郎 ㊞
常勤監査等委員 松 本 修 一 ㊞

　（注）監査等委員は全員、会社法第２条第15号及び第331条第６項に規定する社外取締役であります。

以　上
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メ　　モ
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株 主 メ モ

事 業 年 度  4 月 1 日～翌年 3 月31日
期末配当金受領株主確定日  3 月31日
中間配当金受領株主確定日  9 月30日
定 時 株 主 総 会 毎年６月
株 主 名 簿 管 理 人
特 別 口 座 の 口 座 管 理 機 関 三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社

同 連 絡 先 三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　大阪証券代行部
〒541-8502　大阪市中央区伏見町三丁目６番３号
TEL　0120－094－777（通話料無料）

上 場 証 券 取 引 所 株式会社東京証券取引所
公 告 の 方 法 電子公告により行う。

公告掲載URL　https://www.fpco.jp/
（ただし、電子公告によることができない事故、その他やむを得ない事由
が生じたときは、日本経済新聞に公告いたします。）

（ご注意）
１．ご住所・お名前の変更、単元未満株式の買取・買増請求、配当金受取方法の変更などについては、お取引

のある証券会社にお問合せください。
２．特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、上記特別口座の口座管理機関にお問合

せください。なお、三菱ＵＦＪ信託銀行全国各支店でもお取次ぎいたします。
３．未受領の配当金につきましては、三菱ＵＦＪ信託銀行本店及び全国各支店でお支払いいたします。

株主メモ




